
た
が
、
一
面
に
広
が
る
星
の
輝
き

が
本
当
に
き
れ
い
で
、
吸
い
込
ま

れ
る
よ
う
で
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
猪
名
川
天
文

台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
（
同
天
文
台
☎

７
６
９
・
０
７
７
０
、
木
・
金
・
土
・

日
曜
日
、
祝
日
午
後
１
時
30
分
～

午
後
９
時
30
分
開
館
）。

テ
ィ
ア
の
天
文
台
運
営
委
員

会
が
行
っ
て
お
り
、
猪
名
川

天
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
プ
レ

ア
デ
ス
」
所
属
の
委
員
が
多

数
で
す
。
ま
た
、
運
営
委
員

の
う
ち
４
人
は
、
星
空
案
内

人
資
格
認
定
制
度
の
資
格
を

持
つ
「
星
の
ソ
ム
リ
エ
」
で
す
。

　

６
月
６
日
（
水
）
に
は
、
金
星

が
日
面
（
太
陽
の
面
）
を
通
過
し

ま
す
。
次
回
は
１
０
５
年
後
と
い

う
大
イ
ベ
ン
ト
。
臨
時
開
館
し
、

通
過
の
様
子
を
天
文
台
の
望
遠
鏡

で
ラ
イ
ブ
で
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
非
常
に
珍
し
い
現
象
を
見

逃
さ
ず
、 

太
陽
面
を
通
過
す
る
黒

丸
の
金
星
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
に
も
、
月
１
回
の
月
面

マ
ラ
ソ
ン
や
メ
シ
エ
マ
ラ
ソ
ン
を

は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
。
土
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
も

目
覚
め
、
も
っ
と
極
め
た
く
な
っ

た
あ
な
た
に
は
、
心
強
い
味
方
、

猪
名
川
天
文
台
「
ア
ス
ト
ロ
ピ

ア
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
14
年
４
月
、
大
野
山
山
頂

に
天
文
台
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

こ
は
、
星
空
が
美
し
く
、
天
体
観

測
に
適
し
た
多
く
の
条
件
が
整
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

現
在
の
運
営
や
企
画
は
ボ
ラ
ン

の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
７
月
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
猪
名
川
町

が
世
界
で
初
め
て
導
入
し
た
最
新

鋭
の
マ
シ
ン
で
、
映
像
の
鮮
明
さ

が
自
慢
で
す
。
鑑
賞
し
て
み
ま
し

高橋 祐子

田野 香織

　

夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
夕

涼
み
が
て
ら
に
天
体
観
測
は

う
っ
て
つ
け
。

　

楽
し
い
夏
休
み
に
備
え

て
、
今
か
ら
星
や
宇
宙
と
仲

良
し
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

編 

集
後 

記
編 

集
後 

記

　
太
陽
の
中
心
部
が
月
に
隠
さ
れ
金
の
輪
の
よ
う
に
輝
く
現

象
の
「
金
環
日
食
」。
日
本
中
が
盛
り
上
が
っ
た
こ
の
世
紀
の

天
体
シ
ョ
ー
を
早
く
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
た
人
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
松
尾
台
小
学
校
で
の
日
食
の
観
望
の
様
子
や
町

内
に
あ
る
猪
名
川
天
文
台
の
施
設
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

５
月
21
日
の
日
食
当
日
、
松
尾

台
小
学
校
の
校
庭
で
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
う
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
主
催
の
観
望

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
よ
り

約
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
天
体
シ

ョ
ー
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
日
食
で
天
体
の
魅
力
に

日
食
を
観
望

必
見
！
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

観
に
来
て
ね
！

イ
ベ
ン
ト
情
報

天
文
台
誕
生

「
天
体
望
遠
鏡
の
使
い
方
教
室
」
に
参
加
し
ま
し
た

　

４
月
29
日
に
猪
名
川
天
文
台

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
天
文
現
象
に
合
わ
せ

て
天
体
望
遠
鏡
を
入
手
す
る
人

も
多
く
、
自
宅
の
庭
で
星
を
見

る
な
ど
気
軽
に
天
体
望
遠
鏡
を

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
毎
年
春
と
秋
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
「
天
体
に
興
味
が

出
て
望
遠
鏡
を
購
入
し
た
が
使

い
方
が
難
し
く
、
今
日
が
使
い

始
め
」
と
い
う
男
性
、「
日
頃

は
天
体
フ
ァ
ン
の
私
が
扱
っ
て

い
る
の
で
娘
が
一
人
で
使
え
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
親
子

連
れ
、「
ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
ン

タ
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た
天
体
望

遠
鏡
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
い
う
小
学
生
の
男
の
子

た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

天
体
望
遠
鏡
の
タ
イ
プ
は

様
々
で
、
外
国
製
の
説
明
書
は

横
文
字
の
た
め
、
運
営
委
員
た

ち
が
読
み
砕
い
て
説
明
す
る
様

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
明
る
い
間
に
望
遠
鏡
を

設
置
し
、
方
向
を
定
め
た
状
態

に
し
て
夜
空
を
待
ち
ま
す
。

　

観
測
対
象
は
、
捉
え
や
す
い

月
や
人
気
の
土
星
を
手
始
め
に

使
う
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

見
る
だ
け
で
な
く
、
望
遠
鏡

で
と
ら
え
た
星
や
宇
宙
の
姿
を

自
分
の
手
で
写
真
に
撮
っ
て
残

せ
る
ま
で
に
使
い
こ
な
し
た
い

と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

▲松尾台小学校校庭での観望会の様子

～
金
環
日
食
＆
猪
名
川
天
文
台
「
ア
ス
ト
ロ
ピ
ア
」
～

　松尾台小学校の校庭で
は、 午 前 7 時 30 分 頃 に
最大の部分日食となり、
参加者から「わぁ、きれ
い」「ベイリービーズが
見えた」「太陽が元の大
きさに戻っていく」とい
った歓声があがりました

（写真提供：猪名川天文
台運営委員会委員）。

金環日食の勉強会に 84人参加
～松尾台小学校「とうちゃんクラブ」が主催～

　特派員報告 4 月号に登場した、大西俊二代表率
いる父親集団「とうちゃんクラブ」。「お父さんた
ちは、母親と違う視点で子どもと触れ合ってくれ
る。目線が子どもと同じかも！」と、お母さんた
ちからも大好評です。
　そんなとうちゃんクラブが「プレアデス」とタ
ッグを組みました。5 月 2 日、松尾台小学校の体
育館。同クラブ主催の勉強会に、松尾台小学校、
阿古谷小学校、中谷中学校の親子 84 人が大集合。
　講師は、プレアデスのメンバー 4 人でした。プ
ロジェクタを使った映像を見ながら日食の仕組み
や観察方法を学び、「今回、松尾台小学校は猪名
川町内で最良観測地の一つです」との講師の畑田
さんの言葉に期待が高まり、一昨年の皆既日食を
小笠原諸島で観測した講師の長濱さんの「夏でし
たが、日食の瞬間は暗くなって真冬にしか見えな
いオリオン座が見えました」というお話に驚き、
大人も子どももどんどん引き込まれていました。
　説明の後、日食グラスを作成し、おみやげに天
体望遠鏡で撮影した星の写真が全員にプレゼント
され、星と宇宙の世界に胸が躍る勉強会でした。

星
と
宇
宙
に
親
し
む
初
夏

　猪名川天文台アス
トロピアは、研究目
的の学術的な天文台
というより、星と宇
宙を心から愛する私たちがいつまでも
子どもの心を持ち続け、子どもたちと
並んで星を見たり、一緒に宇宙につい
て語り合ったりしたい、そんな気持ち
で運営しています。
　もちろん大人も大歓迎。楽しみなが
ら宇宙の魅力を知ってほしい、そんな
思いでいろんなイベントを企画運営し
ています。星や宇宙に親しむのに、ギ
リシア神話や誕生日の星占いの 12 星
座から入るのも楽しいですよ。

こんにちは！
運営委員会です

会　長
溝上 好弘さん

▲猪名川天文台
　アストロピア
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